
  

 

 

 

オンラインで数学の合同学習会を実施しました。 

 ９月１１日（土）に、数学の合同学習会をオンラインで実施しました（右写真）。合同学習会には、本

校中学高校生だけでなく、県内の高校１・２年生も参加しました。科学的人 

材に求められる高度な知識や論理的思考力等を高めることを目的として、公 

益財団法人数学オリンピック財団で数学オリンピック日本委員会の委員であ 

る峰岸龍先生を講師に招いて講義をしていただきました。 

講義では、数学オリンピックで過去実際に出題された問題などを使って、 

解法の糸口の見つけ方や膨大な組み合わせが考えられる中でどのようにして 

必要な情報を絞っていくかなどを、例を挙げながら分かりやすく話をしてい 

ただきました。問題演習では、生徒どうしで活発に議論をしながら取り組ん

でいました（左写真）。この学習会で学んだ考え方を、今後の数学の学習に活 

かすことはもちろん、課題研究を始めとした今後の様々な科学的活動に活かして欲しいと思います。 

 

＜参加した生徒の感想＞ 

  ●場合の数の解法に数列の考え方を使うなど、今まで知らなかった新しいアイデアを得ることができ 

た。単元や定石に囚われない柔軟な思考力を意識した学習に取り組んできたい。 

 

オンラインでＳＳＨ情報の「プログラミング学習」講演会を開催しました。 

理数科の２年生は、ＳＳＨ情報の授業の中でプログラミング学習に取り組みます。プログラミング学

習を行うにあたって、９月２９日（水）に太成学院大学経営学部 教授 西野和典 先生に「問題解決

の方法と手順」と題してオンラインで講演していただきました。 

先生は、「プログラミングは目標を明確にし、目標達成のために必要 

な課題を洗い出し、１つ１つクリアしていくことが重要であること」を 

生徒達に伝えられました。具体的には「現状と目標のギャップを埋める 

ための解決法としてモデル化を行い、そしてモデルに合ったプログラム 

をコンピュータで作成し、さらにそのプログラミングを実行し、得られ 

た結果が目標達成として許容できるか判断を行う」という流れであるこ 

とを図式化して簡潔に説明されました（右写真）。生徒の中にはプログラミングという言葉だけで不安を

感じていたが、西野先生の講演を聴くことで全体像が掴め、今後の活動が楽しみになったと言っていた

人もいました。 

今後、生徒達は「Scratch」を用いてプログラミング学習をしていきますが、この講演を糧にしてＳS 

Ｈ情報の授業をさらに充実させていって欲しいと思います。 

 

＜参加した生徒の感想＞ 

 ●日常生活のちょっとしたことが、プログラミングと同じステップになっていることを知り、プログ 

ラミングを身近に感じることができた。 

新しい価値の創造に向けて挑戦する科学的人材の育成を目指して 

佐賀県立致遠館高等学校 

佐賀県立致遠館中学校 
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